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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母体内の抗体の同定結果の報告に止まつている状態で

　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　　　あり，額：後の問題のみを論じている感が深い。これら

　Rh式血液型の発見①（1940），それに引続いて臨床　　　の報告例は本邦では貴重なものではあるが・その大部

医学に於ける意義の発見⑨一⑥が為されてから既に20　　分は事前にRh式頭蔽型を検して対策を講ずるなら

年を経た今日，欧米諸国ではABO式血液型以上に臨　　　ば，殆どが救はれた可能性の多いものである。かく考

床家によつても注同されている事は，次の欝実を見て　　える時，本邦臨床面でRh式血液型の検査がなおざり

も明かである。即，　　　　　　　　　　　　　　　にされている辮は，公衆福祉の増進を計るべき任務と

　（1）輸血の際必ずRh式血液型を検査している。　　”は逆行的な事態であるといつても過＃ではない。併し・

即，受血者，供血者について検査すると共に，勿論f呆　　　この点を深く考えてゆくと一つの大きな壁に突当つて

存血についても必ずRho（D）因予の在否をABO式　　　しまい，日本の現況は必ずしも鷹師えの不満とばかり“

．tfit液型と同時に調べて併記している。　　　　　　　　　は奮えないのであり1更に我々」血液；塾閑係者の努力が

　（2）　結婚の際，或は初めての妊娠に際して，Rh　　　足りなかつた点もいなめない。それは何如なる点に於

式血液型を検査する事を奨励している。人工受精の際　　　いてかというと，木邦では，Rh式irl±magl判定用血清

Rh式適合型の男子の精子を用いる様指導されてい　　　は現在の所では，非常に高価な輸入品を用いなければ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ならない現況であり，必ずしも大量を常備しえないと

　（3）溶血性疾患の子供を生んだ母親では必ず調べ　　　いう点である。その由って来る駈を考察してみると，

るようにされている。　　　　　　　　　　　　　　　　　次の様な事が挙げられよう。

　（4）その他，後天性溶血性貧」血等いろいろな疾病　　　　i．本邦人のRho（一）型の頻度が低い事：

の際にも調べられている。　　　　　　　　　　　　　　野田は戦後この方面の研究に手を染めたが，なかな

　所が，これらの検査には，人由来の抗体を用いて居　　　か人由来の抗体を見出しえず，1948年⑦に至つてやつ

り，それによつてRh式血液型が発見された動物免疫　　　と病理学的並1血液型学的検査の結果明かな，　Rho因子

抗血清は全くかえり見られていない現況である。　　　　不適合妊娠によるEry七hroblastosis　foetalisの症

　所が本邦に於いては20年後の今日に於いても，研究　’例をつかみ，而もその母体内の抗体は不完全抗Rho

機関乃至大病院に所属する極く少数の特殊な研究者に　　　抗体である事を確認し，Rh式血液型に一つの先鞭を

よつてこの面の調査研究が為されているのみであり，　　　付けたのであるが，始は本邦人ではRho（一）型はな

その報告の大半は，ABO式適合輸血時の副作用の原　　　いのではないかと恵はせる程少いものであるという感

因となつた抗体の同定，溶血性疾患の新産児を生んだ　　　をいだいた。その後ぽつぽつ本邦人についての頻度の
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報告も出されたが，Random　Sampleによると思は
れるものは少なかつたが，野田（金次郎），早川（善　　　　　　　　実験法其他について

郎）⑧（1960）は，家族的重複をさけ，又地区的事情も　　　　本研究に当つて用いられた実験方法は，殆どが血液

なるべく片寄らない様にとの注意の下に，松本市（人　　型学一般法のみであり，列挙する事はかえつて繁雑さ

口約15万）の全中学校の，3年生全員3，232人を調査　　　を加えるのみであるので記載を省略し，必要最少限の

して，Rho（一）型0．84％の価をえた。これでみても　　　部分のみ各項に記載する事とした。

明かな如く欧米のそれの約V2｛｝に過ぎない事を知った　　　又，本研究であつかつた内容については，人由来抗

が，これよりみて明かに欧米人に比してRho因子不　　　体では殆ど既に一般常識化した事であり，本研究に於

適合による種々な障碍の起り方，換言すれば人由来抗　　　いてはそれらが動物免疫抗体では・如何にあるべきか

Rh抗体の発見率は極端に低い事が当然である事は明　　　という点についての問題を取扱つているのであるが，　，

かである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この事にっいては殆ど先人の報告は少い。そこで，本

　　ii・本邦入の因習にょる障碍　　　　　　　　　　　研究に直接関係する先人の報告のみを文献に引用する

　その一つは“うまずめ（石女）〃的あきらめ観であ　　に止める翁とし1もし諸賢に於いて更に必要とせられ

り，他の一つは，自身の肉体に関係しない事に一一つま　　　る場合は，それらの文献中の引用文献を参照せられる

り，他人の為に用いる判定用血滴としての目的に一一　　　事を話望してその責を果す事としたい。

自らの血液を大量に供bHする事を嫌う事である。

殊繭者共，大都会より，地方にゆくに従って強　　　　懸灘並説明
い。検査してみればよいのに，唯単に，子供が育たな　　　著商の一人青山（幸次郎）⑫（19CO）は，本研究報告

い，子供がさつからないといつて諦めてしまつている　　　に先立つて，その一部を既に公にしたが，それに・よれ

球族や，ひどいのになるとそんな検査はいやだという　　ば，猿血球中にも，Rh｛｝抗原性の殆ど認められないも

風な感情がある。又我々がせつかく幾例かの抗体保有　　　ののある事を確認し，免疫原としては当然Rho抗原

者を確認しても，後々迄こころよくi餓夜を提供してく　　性の強い猿血球を用うべきを先づ指摘し，次でこれら

れる人は案外少い。　　　　　　　　　　　　　　　　　の血球を胴いて，正常」血清中に人血球凝集素を含まな

　　iii．人体免疫の困難さ　　　　　　　　　　　　　いモルモツトを免疫する事によつて，非特異性凝集素

　野田（金次郎）等⑨（1954）は本人の承諾の下に，　　　の上昇を低位におさえ1更にその吸ll又除去も容易であ

Rho（一）型の入にRllo（一ト）型血球を注射して抗体　　　る事を確認して，猿血球による動物免疫抗Rho抗体

産生の状況について報告したが，これとて前項以．ヒに　　　の最産えの可能性の途を拓いた・

本人の承諾を得る事が困難であつた。一方参議院決議　　　　これに続いて・然らば猿血球免疫モルモツト血清中

で，人体を実験に供する勲まいけないという風な事に　　　の抗Rho抗体は実用に際しては・如何に改良さるべ

もなつて居り，このVolanteerを得て抗体産生を計　　　きかが問題である・その点につき・次に列挙する種々

画する事にもかなりの困難が予想される。　　　　　　　な点につき検討を加えたのである。

　こう考えて来ると，本邦に於いて充分量の抗Rh抗
体を製造するには，鋤嫉によらざるをえないので　　1各囎血劇こよる特異性の誤

はないかと考えられるに到り，ここに，動物免疫にょ　　　猿の種類によりRho抗原の構造に差異があるかな

る抗Rh抗体の作製法の再検討の要にせまられたので　　　いかの点が先づ重要である。我々はニホン猿・カニク

あるが，幸に文部省科学試験研究費の補助を褐る寧が　　　イ猿，アヵゲ猿を用いて・これらの血球によつて産生

tEl来，この問題について，先づ抗Rho抗体を取りあ　　　された抗Rho抗体は・同一性状を示すものか何うか

げて検討を加える事が出来た事は，我々の感謝に堪え　　　の点について先づ検討してみた。即・入Rho（一）型

ない所であり，慈に記して，当局の補助に深甚の感謝　　1flt球で吸収してえた夫々の抗Rho抗体を・夫々の

をさNげるものであります。　　　　　　　　　　　　　　猿血球で吸収し，その前後に於ける猿血球並人Rho

　蝕に先づ抗Rho抗体を取りあげたのは，周知の如　　（＋）型並Rhl｝（一）型血球に対する態度を比較検討し

く，Rh系各種抗原の内，　Rho（D）因子が臨床的に最　　　たのであるが，その結果を蓑示すれぽ，第1蓑乃至第

も重要な役割を有している事より，先づこの点を明め　　　6衷の如くであった。袈現を簡略化する為例えばア

て後、他因子に及ぶのが，目下の本郵の現状を打開す　　　カゲ猿血球免疫により産生された抗Rh〔｝抗体をアカ

るに最適と考えられたからである。　・　　　　　　　ゲ猿抗体と呼び，その他もこれにならう事とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表乃至第3表に見られる如く，何れの猿による
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第1表　　　　　　ニホソ猿抗体の各猿血球に対する凝集反応　　　　（血清番号　12）

碗講解
OMNCCDE
ABMNccde
‘．thン猿（T）

アカゲ猿（N）
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：2

冊

　　　

：4　　：8

冊　1冊

ma@i　一
景　　十H一

帯　　・冊

柵　i帯

・・61 E32t・64卜塑i・25司・5・2il・・2・

帯

十

惜

紐

帯

一Lレ
冊　　帯　　朴

帯　　帯　　十

什　　一　　一

：2048

十

十

第2表　　　　　　アカゲ猿抗体の各猿血球に対する凝集反応　　　　（血清番号　11）

葡血球血清鮒

OMNCCDE
ABMNccde

ニホソ猿
ア　カ　ゲ猿

カニ’ Nイ猿

：2　　　：4

制一　冊

州・　　壬汗

帯　　十梓

帯　　冊

・8卜・6

冊・　　帯

帯　　　帯

耕　　冊

帯　　斗什

・32卜64

冊　　十

帯　　冊

耕　　柵

冊　　十1卜

：128

十

冊

帯

・256卜512…24

耕　　十←　　一

珊　　　＋　　一

冊　　　＋　　士

：2048

第3表　　　　　　カニクイ猿抗体の各猿血球に対する凝集反応　　　（．血清番号　9）

繭爵岬瑚・2・・

OMNCCDE　　　冊　　帯

ABMNccde　　－　　一
ニ　ホ　ソ　猿　　　鮒・　　引柵

ア　カ　ゲ猿　　惜　　冊

カニクイ猿　 十拝　 十陛

：8

Hト

：16

帯

：32

冊

・64　1・・28卜256i・5・2

一汗　　一　　一　　一

措　　掛　　帯　　帯

冊　　帯　　柵　　惜

帯　　冊　　帯　　帯

：1024

十

：2048

十

抗体も，人OMNCCDE型，三種の猿血球には強い凝　　猿，ニホン猿の血球には殆どの例に於いて凝集素を残

集反応を示しているが，人ABMNccde型lfiL球｝zは凝　　在している。これらの結果からみると・xホソ猿・力

集を起さない。即，何れの抗体も人血球については　　　＝クイ猿は略同様な抗原を保有していると見られる

Rho特異性を示している事は明かであるが，人血球の　　　が，アカゲ猿1柾球については，前二者より」e　x低次の

みで吸収した抗体であるので，勿論三種の猿血球に対　　　抗原構澹をもっていると考えられる。次に，併らばこ

しては，多少の強弱の差はみられるが，何れも強く凝　　れらで吸収後の抗体は，人Rh。（＋）型血球に対して

集している。先づ説明の都合上，この部分の抗体につ　　　は如何なる態度を示すかというと（表略），何れの組

いて記すこととする。この部分に対して猿血球で吸収　　　合せでの吸収後であつても，人Rh，｝（＋）型血球に対

した抗体について，数頭宛の猿血球を作用せしめてみ　　　する凝集反応は消失してしまう。この事は・猿血球中

ると第4表乃至第6表の如くであつた。これらによれ　　　のRh【｝抗原には全く差異が総められず、それ以外の

ば，アカゲ猿抗体は，三種の猿血球で吸収後は，吸収　　血球抗原の構造に於いて，ニホソ猿≒カニクイ猿〉ア

血球と同属の血球は勿論であるが，他属の血球に対し　　ヵゲ猿の関係が成り立っ辮を示しているa

ても凝集反応を示さなくなる（第4表）が，カ＝クィ

猿抗体。ホ礁抗体については，…倣血球，　　皿馳球触モルモツト血清中の価並2
＝ホソ猿血球で吸収した後では，前述例と同様三種の　　　　　　価抗体の様相

血球に凝築反応を殆ど全く示さなくなるが，夫々の抗　　　　本研究に於ける抗Rha抗体なるものは，1価抗体

体をアカゲ猿血球で吸収した後では，5頭のアカV猿　　　としても存在するか2価抗体としてのみ取扱つてよい

血球には勿論凝集反応を示さなくなつたが，カニクィ　　　ものかの点も製晶化の場合間題となる点である。2価
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　　第4表　　　　　アカゲ猿抗体を他の猿血球で吸収した結果

？

7
イ

猿
血
球
吸
収

　ホ
　ソ．　猿
　血
　球
　吸
　収

ア

カ

ゲ

猿
血
球
吸
収

　　　　　10321　7241
ab　mクイ猿血球一一刊

　　　　　一　 1　一
ニホン猿血球丞＿既

アカゲ猿血球春子

　　　　　1032カユクイ猿血球
？

・ホ・鮒

アカゲ融球1豊王

炉クイ猿血球　1032．

ニホ燃血球窒」E

。。噸血球隣ま
　　　　i一

次郎

夏子

742

．迭…鎚

夏子

724

次郎

夏子

764　　757

．． 堰Q，
互良些L四既
＿1　．＿

秋子

764

五郎

．秋子一

764

五郎

冬子

766

四郎

冬子

766

四郎

薫郎

秋＿テ

…　1　一

花子

767

三三郎

花子

767

三郎

冬引花子

松子

松子

松子

遁L韮腹ま、

＿1＿

竹子

竹子

梅子

梅子．

第5表　　．　　　　　ニホソ猿抗体を他の猿』tL球で吸収した結果
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抗体であれば，検査術式が今迄の他系の血液型判定と　　が，’一一rs・何れの抗体が産生されているかを知つておく

同様であるが，1価抗体であれば，複雑となり，従つ　　　事は意味なしとしない。

て一般使用に際して，不知の誤判の因がふえる事にな　　　　Ortho製入アルプミソを，抗体稀釈用及血球浮・

り望ましくない。勿論製作の都度調べるべきである　　　游用Mediaどして使用し，凝集素価の変動を検し
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第6表　　　　 カニクイ猿抗体を他の猿血球で吸収した結果
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764　　　　766　　　　767

五郎

秋子

764

．五郎

十

秋子

四郎

冬子

766

四郎
十

冬子

三郎

花子

…弼

三郎
十

花子

松子1竹子梅子

松子

松子
十

竹子梅子．

干

竹子
？

梅子
？

てみると第7表乃至第9表の如くであつた。反応は　　　　第8蓑　カニクイ猿免疫抗D血清の1価及2価抗

37°C，1時間後軽く遠心沈澱して判定した。　　　　　　　　　　　体価の比較

表示の9例についてみると，何れも2価の抗体とし
て存在。，　Alb。m・。　T・terカ・，鵬・管上廻つた・霧

例，1管上廻つていた3例の外は，両Mediaで差異　　一ttt．

を認め難い結果を示した。　　　　　　　　　　　　　15

2価抗体を高度に上廻って1価抗体の産生が認めら

れた例はなく，これらよりみて，猿血球免疫によるモ　　　17

ルモツト」血清中の抗体は，2価抗体として取扱つて行

つてよいと考えられる結果を示していた。この事は判　　　1g

定用血清の性状としては，betterであると考えられ

る。

＼＼＼血清稀釈

溶鋤論…轡

Albu皿in
Saline

Albumin
Saline

Albumin
Saline

：2 ：4

柵　・肝

掛　帯

柵

什

：8

州・

冊

：16

十

；32

十

：64

卦朴
升　士

一HF一

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9表　ニホソ猿血球免疫抗D血清の1価及2価
第7表　アカゲ猿免疫抗D血清の1価及2価抗体　　　　　　　　抗体価の比較

の比較　　　　　　　　　　　 血清
血清
番号

1

4

5

＼＼血清稀釈
溶癒鹸璋塑
Albumin
Saline

Albumin
Saline

Albumin
Saline

：2

十

：4

冊

：8

柵

：16

帯

十

什升
十　＋

掛　柑

十　＋

：32

什

十

十

：63

番号

tttt’t－¶ @　　I　OI
十

十

103

aE　112

＼＼、t．tt血清稀釈

溶媒嘱賦鰹
Albumin
Saline

A】bumin
Saline

Albumin
Saline

：2 ：4 ：8

柵　卦ト

帯十卜

榊

帯

一H一

十

：16

十

帯

十

士

書32

十

十

：64

十
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　　皿　阻止帯現象　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釈
ら知られてし’るが・Rh系抗体に於いても抗体翻域　卿＋

に於ける反応の陰性が報ぜられている（阻止帯現象）。　　　　　8

判定用血清としては，決してこの事があつてはならな　　　　　　tS

い。陽性であるべき人が陰性と判定される可能性が生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ユ
ずるからである。

動物免疫抗Rh。抗体についてこの点を確認してお　　‘4

かねばならないので，種々の抗抗体について検してみ　　　　　i28

た結果の一部を表示すれば第10表の如くであつた。　　　　　ZSL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　s　　’o　　ls　　罵o　　ps　　3e　　3s　　4e　　ヰ「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時r翻r分）

第1帳　 凝集反応の阻止帯現象　　　　　・抗Rh・抗体（Tit…128）を生理鯨液で256倍
血満番号INeat　・2｛・4　　・8｝・16！・32卜64　i・］・28卜256　　　　　笙垂這饗鑑葉澤霧叢妄涛口蔓犠暫）31乏警血馨暴藁髪

S－No．25

S－No．17

　No．6

　No．9
　No，11

士

十

士

士

十　斗卜

升

十

土

士

帯

十

十

升

十

冊

什

・H一

・滑

一H

十

卦

冊

十

冊

十ト

十

十ト

十

十

十

⊥　　　　応を示すに要した時間と，凝集が崩れ始め（解離

中　　　　し始める）次いでほとんど消失するにいたるまで

＿　　　　の時間を測定し，グラフにこの時聞と凝集価との

　　　　　関係を図示してある。

　　　　　〔備考〕

＋　　・1）試験の温度　室温（12・C）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）襟12（＋灘1騰閤｝を示す・

　S－25についてみると，x8迄はやx弱く×16に於い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）抗血清と丘皿球浮游液の混合鷹后から，凝集
て始めて最強を示している。同様の現象は，何れの抗　　　　　開始を認得るようになるまで，極く軽く揺り

血清についてもみられた現象であり，平均的数値を以　　　　　動かしつづけた。

つて表せば，何れの抗血満でも，2～8倍稀釈程度迄

に於いて軽度の阻止帯現象が現れている事を知つた。　　　これで見ると稀釈率の低い方が，開始時聞が早いの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は当然であるが，又凝集時続時間も，或一定稀釈以後

　　「v凝集持続時間について　　　　　　に於いて一一この図では（16～32）で一段々と短力・

　型判定を行う場合，可視的凝集開始に要する時間　　　くなり，解離終了時聞も同様の傾向を示している。最

（AVidity）以前に判定を行えば誤認の茶である嚇は当　　　も良い条件の所をみると，凝築開始に5分を要し，以

然であり，従つてABO式判定用血L清の国家基準に　　後25分間抽続し，更に】5分程で不明瞭となる。これら

も，この時間を秒単位を以つて規定している。この程　　　の点はABO判定用血清と異つた様相を示している点

度であれば，急いで判定する場合であつても，あまり　　である。

誤認を来さないかも知れないが，我々の本研究に於い　　　試験管法については何うかと検してみた。倍数稀釈

て取扱つている抗Rho抗体は，原血清を食塩水で稀　　　各段階の抗体1滴宛を型の如く試験管に加え，それに

釈して作った場合，っまりかなりの低蛋白での場合，　　　血球浮游液各1滴宛を加え，室温で混和直後遠心判定

可視的凝集開始時間は，ABO判定用血澗に比して可　　　し，以後室温に放置，30分毎に検した結果の1例を示

成り長いので，この点を検討してみる事が又必要であ　　　せば，第11表の如くであつた。これらにょれば，6時

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間に至るもあまり変化を示していない。

　稀釈液並血球浮游用Mediumとして生理食塩液を　　　　同様の試験を37°C避於いて行つたが，室温に於け

用い，抗Rh。抗体の各稀釈にOMNCCDE型rtll．1＊の　　ると殆ど同様の様相を示していた（表略）。

2％澤游液を用い，凝集の強さが一1十を示すに要する時．　　　これよりみると，試験管法に於いては，Slide法に

間を求め更に凝集塊が解離し始め，殆ど判定不朋に至　　　於ける如く，t解離→不明瞭化の段階は少くも5～

る迄の時間を判定し，この時間と，抗Rho抗体稀釈　　　6時間では現れて来ず，型判定時，時間的にルー一ズPで

率との関係を調査した。ホールグラス法によるその　　　ある場合には少くも試験管法の方がより誤りが少いと

1例を図示すれば，第1．図の如くであつた。　　　　　　見られたが，型判定に際して，他の系の血液型，例え
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第11表　　室温（19℃）に於ける状態　　　　　　　　　　（A）人アルブミソ添加｝こよるAvidity・凝

　　（37°Cに於ける第3群と対照されたい。）　　　　　　　　　集塊形成の強さの変化

　血球浮游液と抗血溜を温合直后1，000p．　r．／m　　　　　（i）先づ抗Rho抗体を生理食塩液で稀釈して，

　で1分間遠心　　　　　　　　　　　　　　　　　OMNCCDE型血球の2％浮游液を用いて試験管法で

Neat　1・2　L辻・81・・6墜．座瞥素㈱胤て’256の値を示したものを齢

州副刑・・1　一一一　。の抗RI1。抗体敏の如く轍。温。を聴・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。即，
3°分櫨后（遠心せず） @　　　・（。）鯉鯨液で、倍臨糺たもの“
Nea・1・4レ41・8・・6　i・32［164　　　（蛋白濃脚％）

副副刑・臣一1－　　（・）・・％人・・ブ・・でr倍臨釈・規・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蛋白濃度≒100／o）

更に90分放置后（遠心せず）　通算120分　　　　　　この2種について，生理食塩液系を用いて，試験管

Nea・ p・2レ4レ8卜・6レ321・6・1〃法韻鱗価鹸・た聯12裏の攻・くであ・・（a）・

州冊刑・国一1－　｛ll卜養翻鴛糠讐馨し’その購価

更に120分放置盾（遠心せず、　通算4時間

墜ea・1一書±」歪．回ヨ皇セ割逆．＼懲。

矧副朴1＋　一刊一　　・麟讐、
更に120分放置后（遠心せず）　通算6時間　　　　　　（a）

Neat・2卜4卜8卜・6卜321・64　（b）

Neat

簾

：2　　：4　　：8

帯　　帯　　帯

帯　　冊　　惜

：16　　：32　　：64

冊1舶刊刊・1－i－　　（使髄球・・M・・CCDE）

卦　　＋　　一

朴　　＋　一

ば，ABO式口MN式等，と同列に判定出来れば，好　　この2種について・裏示の如き各型血球り生理食塩

…都合であり，本研究の目標としては，Slide法を原則　　　液での2％浮游液を用いて型の如くそれぞれのAvi一

として用い，試験管法でも判定1」二1来る抗1血溝という事　　　dltyを測定してみると，第13表の如き結果を得た。

にしているので，この点で，本項のSlid。灘よる結　　D型に対しては（・）彪よ2分40秒・（b）は1分20

果は，大変参考になり，この凝集開始時を成るぺく早．　秒；DU型に対しては（a）eま　7分10秒，（b）は1分

くすると共に，凝簗持続時間をなるぺく延長するとい　　30秒の数値を示している。これによれば・入アルブミ

う事が，当然の目標となる。　　　　　　　　　　　ンを添加する事によつてD型に対するAvidityは1ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に短縮されると共に，D型，　DU型に対する差異が著

　　V　添加物の2．3と凝集様相について　　　　　　　　　しく減少して来ている。（a）では，DU型に対しては

　既に一部述べた如く，Slide法による場合，凝集開　　　D型に対するより約2・7倍の時間を要したものが，

始時間がや・おそく，且凝集塊もABO判X用血灘　　（b）ではわつかに10秒のeeeeしか示していない事は

比して」V　x弱い一定強度に迄しか成長せず，堅固な結’ @興味ある所見である。更に15分後の減凝集の強さを表

合を示さない点は，毎常我々が試験に際し痛感してい　　示すれば第14表の如くであつた。即この法単よつては

る所であり，これらの点を改良する事が，一般使用を　　Av1dityは著しく改善されたが，凝集の様相並凝集塊

目的とする判定用血清には必須ρ事項である事は論を　　　の成長については，殆ど差異を示していない事が判つ

またない。これらの点の改良手段として，我々専攻者　　　た。

・の経験的常識から，先づ抗Rho抗体の螢白濃度の間　　　　次で（a），（b）2種を用いて，血球浮游のMe－一

題，及その添加すべき蛋白の種類の問題が考えられる　　diumを生理食塩液の代りに10％人アルブミソを用い

事は，1価抗体の検出法に高分子溶液が常用されてい　　　て同様に比較検査した結果は第15衰の如くであり・更

る点からも，一応考えられる点である。そこで我タば　　　に15分後の凝集様相並凝集塊の成長についての結果は

次の如き実験を行つた。　　　　　　　　　　　　　　第16表の如くであった。（a）にっいてみると，D型，
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第・譲　　　　　　　　　　（A。idi・y）　前（i）項の（a）・（b）・

＼一_作用血球OMN　AMN　l　BN　BM
塑清の繍’＼－CDE　CD”ei二d　一d＝

（b），，、分、。秒1、分，。秒／　／
（a）　　　　2分40秒i7分10秒　　／　　　／

に対して，生理食塩液，人ア

△畢N　ルブ・・をM・di・として検

’一｝一一 @　した結果は，（a）抗体につい

／　’　　　　ては第17表の如くであり，一
　／　　　見明かな如く，人アルプミソ

　　　　　　Mediaの方では，前項に比

第14表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ5分盾の凝集の強さ）　　　　し著しい短縮が認められた

＼　＼＼＼作用血球
抗1備の種類＼＼

（a）

（b）

OMN
－CDE 鯉監里一陛陛1謙難lll

　什　　　　一　　　　一　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明かな減弱がみられた。（b）

　’！’t　　　　m　　　　m　　　　一　　　　抗体についても，同様な所見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を呈し（第18表）たが，唯生

第15表　　　　　　　　　　　　（A・idity）　理蝕液M・d三・でも，　Avi“
、」_　＼、＼作用血球
挽鯖の種嶺、＼＼

（a）

（b）

OMN
－CDE
1分10秒

1分30秒

AMN
－CD　Lte

3分25秒

2分00秒

BN
－d

／
／

BM
－d

／
／

　　　　　　dityの延長は見られず，ア
ABMN
　＿d　　　ルブミンMediaに比しては

　　　　　よくないが，明かな短縮が認

／　　　　　められた。
／　　（iii）小括

　　　　　　前2項（i），（ii）の結果

第16蓑　　　　　　　　　　　　　　　　（15分后の凝集の強さ）　　　よりして，10％人アルブミン

　＼＼＼　作用血球
抗鯖の画虻一＿

（a）

（b）

OMN　　AMN　　　BN　　　BM
－CDE　－CDwe　　－－d　　　－d

辮　　　　耕　　　　一　　　　一

帯　　　耕　　　“”　1　一

　　　　　　は，明かにAvidityの短縮ABMN
　－d　　　を来す事が判つたが，凝集の

様相に対しては，Avidityに

於ける程の改善は招来されな

い事も明かである。

　（B）人殖薦の添加の影響

DU型に対して略同率の改善率を見せたが，（b）にっ　　　（A）項で10％人アルブミソを用いての改善を述べ

いては，略々無変動かやx劣つた数値を示している。　　　たが，凝集塊の様相並凝集塊の成長に1まさして関係を

凝集様相等については，DU型に対してや蕊増強が　　　もっていない事を知つたので，その点について種々検

みられたが，D型に対しては

変動が殆どみられなかつた・　　OS・17・X・　　　　　　　　　　　（A・idity）

Av・d・・yを改善短縮す・事を総癬嘉避2濫
つまり人アルブミン添加は　一・．，

AMN
－CD　LIe
BN
－d
BM
－d

知つた。　　　　　　　　　　　wwM－……：’……wnpm’m’m”Ttt…7r　『一tr．「一一　．　　　一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／（i、）㈱人血球灘と　アル7ミン亨乎轍　鰍

A。idity並凝集様相につし・て　生理険鰍瀞液3分10秒

・分56酬／
・分・・副／

／

ABMN
　－d

／
／

visible　aggl”tinati°nを　　　　　　　　　　　　（・5分后の凝集状態）
起すには，通L球濃度も関係す　　，一

が，前（1）項の試験と同方　　　　　…一一・一一一一一一・一

・eq－k’．’S・編れ・い・細ぱ＿撃答・隅・

法で，2・％の血球灘液を用　アルブミソ浮骸　＋H・　＋

いた際に如何なる状態を呈す　　　生理食塩液浮游液　　　荘　　　　十

BN　　　　BM
－d　　　　－d

ABMN
　－d

るか鹸すると款卿・くで　　　　　　緻浮溝囎媒姓願轍（血球醸・・％）
あつた。
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第、8表　　　　　「　　　（A。idity）　温3°分・Slide灘畑蜘こ

＼＼皿球OMN溶媒の纏で＼＼一CDE

アルブミソ浮游液　　　　30秒

生理食塩液浮溝液　　　　57秒

AMN
－CDUe
30秒

？E旦割欄…　表、。表示。た．・i・t　tr・よる
対する反応を検した結果を第

　　　i　／　　　1　　　　／
／　　　　　　　／i　／　（・％）は・％一・．5％の人・

一⊥－t－．．．LTと，　seづ葡γヴ。ブリ。

50秒　／L／　 ／　 ルブ・ンと略同様の結果を示

　　’　　　　　　　　　　　　　　　している。又AB型人血清を
　　　　　　（15分后の凝集の状態）　　　　　　　　　　　　　　　．

＼　　＼、血球燃の癒一＼、

アルブミソ浮游液

生理食塩液浮游液

OMN　　　AMN
－ODE－CDUe
iU⊥　　　　帯

柵　　　　紐

BN
－d
署陣N・で胤・靴・聯・

僅かに含んだ7％人アルフミ

かつたが，この混合液の組成

一　　　を，人アルブミソ％を減少

一　　　せしめると，その順に凝集塊

血球醐醐は・・％人アー・血球濃度・・％・驚驚翰麗讐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液でも，人血清添加率の多い方が凝集塊形

第19表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成が増強促進される傾向を示している事が

「「7％の人ア，淡7…㎜㎜　　｝一…㎜一…　一は瀕織の形成の禰腿欄をうなが
　2　　5％の人アルブミン　　　　　　　　　　　　　　　　すものと解される。

　31．5％の人アルプミソ　　　・　　、　　　　（C）（A）・（B）項の小括
　4　AB型人lfll．tw　ig　1　O％の割合に含む7％の人アルブミソ　　　　以上より，凝集塊形成の増強促進には人

　5　　　tl　　　　rr　　　　〃　5％の人アルブミソ　　　血消の添加が非常に有効にf乍用すると同時

　6　　tt　　　　tl　　　　tt　1・5％の人アルブミソ　　　に，人アルブミソ，牛アルブミγと同様に

　7　　　〃　　　　　’ノ　　　　　’ノ　10％の人アルブミソ　　　Avidityをも改善短縮する衷は明かとなつ

　8AB型人血瀧25％の割舘含む1・5％牛アルブミン　たが，第2帳でみられ融「1く，人血溶の濃

9　　”　1°％の”　”　”　　度力・物と，Rh。（一）翫球闘する反
1？謡暁聯盗蝋約，％）　　応がや・ザ・・翻して輔脚・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている所からして，抗Rho抗体によつて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫々の場合に最も適した，人又は牛アルブ

暴蜘　　溶媒の組成　　　判る・・の結果よりすれば訊熊の添加

第2帳　　　　　　　　　　　ミソと人血瀧の混合比による混舗を
論譜聾111・1・141・1・17i81g］i・la1用いて描渤蜘濃度欄整す碑・・よ
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什　　つて，凝集塊形成，成長促進も入由来血清

士　　に対比しうべく，Avidityも何等損色のな

一　　　いSlide　Test用を主眼とした抗Rho抗

？　　体を作りうる可能性を知つた。
？

？　　　　班　Rho（一）型人血球の代用血球

　　　　　　　について

している内，非常に興味ある專を知った。その確認し　　　　本研究に当つて，入Rho（＋）型血球を用いる代

えた事実の点のみに．関して実験結果を示すと共に，人　　　りに猿頃1球を用いる事とした理由は，第一一・trc人血球免

アルブミソの濃度についても併ぜて検討したので，そ　　疫では，非特異性人血球凝集素の産生が高度であり，

．の結果をも一括裏示する事にした。ここに述ぺた興味　　　その吸収除却こ非常な困難が考えられるので．異種血

ある事とは，入血湾添加にょる影響である。　　　　　　球を免疫抗原として用いる纂に決したのであるが，前

　本実験では，凝集素価32の抗Rho抗体を使用，第19　　述の青山（幸次郎）の研究結果から，第二の理由が発

表に示す如ぎ種々な蛋白を添加し，そわ，らを用いて抗　　展して来た。即，Rho（一）型猿血球の存在が確認され

Rho抗体を4倍に稀釈し，それらの血清を用いて，室　　　た事よりして，採血した抗血清を，モルモツト正常血
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清申の人血球凝集素を上回る程度に稀釈して，一実　　　型の如くに免疫してえた抗血清中の抗Rho抗体を

際に，これを上回る程度の稀釈が用いられる一一それ　　　検討してみた結果について解説してみよう。

をRhl」（一）型猿面旺球で吸収する’tg・S．によつて，抗Rhn　　未処置の抗血溝のOMNCDE型，　OMNcde型の血

抗体のみを残存しうる筈である。この点を検した結果　　　球に対する凝集反応を検した結果は，第21褒に示した

は，当然の事を確認しえた（表略）。　　　　　　　　　　如くであり，何れもRho（一）型に，より低い凝集素

　これによれば，本邦で非常に入手し難いRho（一）　　価を示していた。これらの内No．28，　N。．15，　Nσ．8，

型人血球の代用を猿のRho（一）血球に求める事が出　　　No．2の各抗血清を等量宛混合してt　Rho（一）型人

来る。　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　血球で吸収した結果は第21表に示した如く・一応Rho

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特異性を示しているoこの抗血溝をRho（＋）型カニ

　　皿　膀帯血球について　　　　　　　　　　　　　　クイ猿血球で吸収をくりかえしてゆくと，吸収抗原に

　前述した如く膀帯血球は，動物免疫抗抗体では判定　　　対して反応が全く陰性となつた際には，人血球に対し

が不可能であるという事を，解決する為には，騰帯1（lt　　てもRh‘，（＋）型・Rho（一）型の区別なく・同様に

球中の抗原の性状を追及しなければならないので，次　　　凝集反応は陰性化してしまつた。

の如き2・3の実験を行った。　　　　　　　　　　　　次で，未処置抗血清をRhe（＋）型人血球で軽く吸

　（A）Rho（＋）型鵬帯血球免疫モルモツト．血清　　　　収してみると，人1血球に対してはRho特異性を示し，

　　　　について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rl1‘）（十）型カニクイ猿1血球（No．1085）に対しても

第21表　　　　贋帯血免疫抗Dモルモツトi血清の入血球に対する凝集反応
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第22表　混合血清をOD並L球で吸収したあと　　　　凝集反応を残存したが，　Rho（一）型力”クイ猿血球

一一建用1璽塾Lここき一…一…一一・一一一一一一一…一＿　　　　　　22　”　　Rh
＼哩稀㈱ hNea・卜21・ll・1・16レ32　（N°・13「’）に対して糠集反応は殆ど陰性化して来

OMN－CDE
OMN－cde
AN－cdE
BM－cde

ABMN－cde
No、1085

No，1311

帯

柵 紐 冊

一一
@　　る（第　表ノ。“の　　。（十）型入血球での吸収をく

士　　　　りかえすと遂に人血球には全く凝集反応は陰性となる

　　　　が，力ニクイ猿」血球（No，1085）にはわつか乍ら一原

＿　　　　液で十ト程度一凝集反応を残存する（表略）。　カニク

＿　　　イ猿血球の代りに，・アカゲ猿血球・＝ホン猿血球を用

＋　　　いても略同様の結果を示した（表略）。これらの結果

一　　　からすれば，騰帯血球中のRho抗原も，猿血球，　Rh。
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